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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡スコープの先端部に設けられ、所定のシャッタースピードで露光されることによ
り、前記先端部で得られる光学像に対応する映像信号を生成する撮像素子と、
　外部からの光が前記撮像素子に受光されないようにするために、前記撮像素子を前記所
定のシャッタースピードより速い高速シャッタースピードで露光させることにより、黒色
画像に相当する黒色映像信号を生成させ、この高速シャッタースピードで得た黒色映像信
号を基に生成される、前記映像信号のブラックバランス調整を行なうための調整基準値を
取得するブラックバランス取得手段とを備え、
　前記ブラックバランス取得手段は、前記撮像素子を前記高速シャッタースピードのみで
露光することにより前記調整基準値を取得するとともに、
　前記ブラックバランス取得手段は、前記黒色画像の複数の異なる領域の黒色映像信号の
輝度値を比較し、前記調整基準値を輝度値が最も低い領域の前記黒色映像信号を基に生成
することを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　光源からの照射光を前記先端部まで伝送し、前記先端部から被写体に向けて照射させる
光照射手段を備え、
　前記照射光が前記先端部から照射される間に、前記撮像素子が、前記所定のシャッター
スピードで露光され、前記照射光が照射された被写体に対応する映像信号が生成され、
　前記光照射手段が前記照射光を前記先端部から照射しない間に、前記撮像素子が前記高
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速シャッタースピードで露光され、前記黒色映像信号が生成されることを特徴とする請求
項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】
　前記黒色画像は、１フィールド分または１フレーム分の黒色映像信号に基づく画像、ま
たは２フレーム以上分の黒色映像信号の平均値によって生成される１フレーム分の画像で
あることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
　前記高速シャッタースピードは、１／１０００秒以下であることを特徴とする請求項１
に記載の電子内視鏡システム。
【請求項５】
　前記映像信号に、前記調整基準値に基づいてブラックバランス調整を行うブラックバラ
ンス調整手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】
　前記ブラックバランス取得手段は、前記黒色映像信号の値を前記調整基準値として取得
することを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブラックバランス調整を容易に行うことができる電子内視鏡システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡システムは、例えばプロセッサと、プロセッサに接続され、先端部に撮像素子（
例えばＣＣＤ）が設けられた内視鏡スコープ及びモニタとから成り、撮像素子で生成され
た映像信号はプロセッサに入力され、プロセッサで適宜画像処理された後、モニタに動画
像として出力される。
【０００３】
　プロセッサには、複数種類の内視鏡スコープが接続可能であるとともに、各内視鏡スコ
ープは、スコープ毎に撮像素子の特性が異なるので、撮像素子で生成される映像信号は、
スコープ毎にブラックバランスは異なる。したがって、従来の内視鏡システムにおいては
、映像信号のブラックバランスを適正に保つためにブラックバランス調整が行われるが、
プロセッサに接続されるスコープが取り替えられる毎に、そのスコープに応じたブラック
バランス調整を行なうための調整基準値を算出させる必要があった。
【０００４】
　しかし、ブラックバランス調整のための調整基準値の算出は、内視鏡スコープの先端部
が所定の遮光冶具で遮光された状態で行われなければならず、スコープが取り替えられる
毎に、調整基準値の算出が必要であるとすると、使用者である医師に煩雑な作業を要求す
ることとなる。
【０００５】
　そこで、特許文献１においては、プロセッサに設けられた記憶手段に、スコープ毎の調
整基準値が記憶されており、接続されるスコープに応じて、その調整基準値が読み出され
、読み出された調整基準値を用いてブラックバランス調整が行われる。このようなシステ
ムにおいては、スコープが取り替えられた際に、遮光冶具等を用いずに自動的に、内視鏡
スコープの種類に応じて、ブラックバランスのための調整基準値を設定するが可能である
。
【特許文献１】特開平１１－１９７１０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、同じプロセッサに同じ種類の内視鏡スコープが接続される場合でも、内視鏡室
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の室温や照明光用光源ランプの使用時間が異なると、得られる映像信号のブラックバラン
スも微妙に異なる場合がある。このような場合、特許文献１のように、スコープの種類の
違いのみを考慮してブラックバランスの調整基準値を設定しても、ブラックバランスを正
確に調整することはできない。
【０００７】
　特に、近年、自家蛍光を利用して生体内を観察する自家蛍光観察内視鏡システムが実用
化されているが、該システムにおいては、生体内に生じた病巣を、生体内の微弱な自家蛍
光を利用して検出している。すなわち、自家蛍光観察においては、微弱な映像信号しか得
られず、映像信号を増幅させた後に、モニタ表示する必要があり、例えば室温の違い等に
より映像信号のブラックバランスに微妙な変化が生じても、モニタ表示においては、大き
な変化として現れる場合がある。したがって、自家蛍光観察内視鏡システムにおいては、
通常の観察システムに比べて、ブラックバランスをより正確に調整する必要がある。
【０００８】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、簡便な方法で、正確なブラックバ
ランス調整を行うことができる内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る電子内視鏡システムは、内視鏡スコープの先端部に設けられ、所定のシャ
ッタースピードで露光されることにより、先端部で得られる光学像に対応する映像信号を
生成する撮像素子と、撮像素子を所定のシャッタースピードより速い高速シャッタースピ
ードで露光させることにより、黒色画像に相当する黒色映像信号を生成させ、この黒色映
像信号を用いて、映像信号のブラックバランス調整を行なうための調整基準値を取得する
ブラックバランス取得手段とを備える。このような構成によれば、ブラックバランス調整
を行なうための調整基準値を、調整冶具等を用いずに、容易に所得することができる。
【００１０】
　本発明に係る電子内視鏡システムは、光源からの照射光を先端部まで伝送し、先端部か
ら被写体に向けて照射させる光照射手段をさらに備えることが好ましい。そして、照射光
が先端部から照射される間に、撮像素子が、所定のシャッタースピードで露光され、照射
光が照射された被写体に対応する上述の映像信号が生成される。一方、光照射手段が照射
光を先端部から照射しない間に、撮像素子が高速シャッタースピードで露光され、黒色映
像信号が生成される。このような構成によれば、黒色画像を取得する際、撮像素子に光照
射手段からの照射光が入射されないので、より正確にブラックバランス調整を行なうため
の調整基準値を取得することができる。
【００１１】
　ブラックバランス取得手段は、黒色画像のうち、一部の領域に相当する黒色映像信号を
用いて調整基準値を取得することが好ましい。さらに、ブラックバランス取得手段は、黒
色画像の複数の異なる領域の黒色映像信号の輝度値を比較し、輝度値が最も低い領域の黒
色映像信号を用いて調整基準値を生成することが好ましい。このような構成によれば、黒
色映像信号を生成する際に、撮像素子の一部に迷光が受光されても、その迷光を参照する
ことなく、調整基準値を取得することができる。
【００１２】
　黒色画像は、１フィールド分または１フレーム分の黒色映像信号に基づく画像であって
も良い。また、黒色映像信号に生じるノイズ等の影響をなくすために、黒色画像は、２フ
レーム以上分の黒色映像信号の平均値によって生成される１フレーム分の画像であっても
良い。
【００１３】
　高速シャッタースピードは、映像信号を得る際の所定のシャッタースピードより速けれ
ば良いが、正確な調整基準値を取得するためには、１／１０００秒以下であることが好ま
しく、さらに好ましくは１／１００００秒以下である。
【００１４】
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　本発明に係る電子内視鏡システムは、映像信号に、例えば調整基準値に基づいてブラッ
クバランス調整を行うブラックバランス調整手段をさらに備える。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、遮光冶具等を用いずに簡単な構成でブラックバランス調整のための調
整基準値を取得することができるので、使用者に過度の負担を与えることなく、正確なブ
ラックバランス調整を行なうことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る実施形態について、図面を参照して説明する。
　図１は、本実施形態に係る内視鏡システムのブロック図である。図１に示すように、内
視鏡システム１０は、プロセッサ２０に内視鏡スコープ１１及びモニタ４６が接続されて
構成される。
【００１７】
　内視鏡スコープ１１は、体内に挿入され体内を観察するためのスコープであり、プロセ
ッサ２０に対して着脱可能である。内視鏡スコープ１１の先端部１１ａには、配光レンズ
１２、及び対物レンズ１３が配設される。先端部１１ａにおいて、対物レンズ１３の光軸
上後方には、励起光カットフィルタ１９、及び電子シャッター機能を有する撮像素子（例
えば電子シャッター機能付ＣＣＤ）１４が順に配設される。内視鏡スコープ１１内には、
ライトガイド１５が挿通され、ライトガイド１５の一方の端部（出射端）は配光レンズ１
２の光軸後方に、他方の端部（入射端）は、プロセッサ２０内に挿入されている。
【００１８】
　プロサッサ２０は、白色光ＷＬを出射する白色光光源（例えば、キセノンランプ）２１
と、励起光ＲＬを出射する励起用光源（例えばレーザ光源）３１を備える。白色光ＷＬは
、図中右から左向きに白色光光源２１から出射され、調光用絞り２２を介して、ダイクロ
ックミラー２３を透過し、集光レンズ２４に入射される。励起光ＲＬは、図中下から上向
きに拡散光として励起用光源３１から出射され、コリメートレンズ３２で平行光にされた
後、ダイクロックミラー２３で反射され、白色光ＷＬと同様に、図中右から左に進む光と
して集光レンズ２４に入射される。集光レンズ２４に入射された白色光ＷＬ又は励起光Ｒ
Ｌは、集光レンズ２４で集光された後、ライトガイド１５の入射端に入射される。
【００１９】
　白色光光源２１は、ランプ用電源２６から電圧が印加されることにより、白色光ＷＬを
照射し、白色光の照射のオン（点灯）－オフ（消灯）の制御は、ランプ用電源２６からの
電圧印加を制御することにより行われる。白色光ＷＬの光量は調光用絞り２２によって調
整され、調光用絞り２２の絞り量は、モータ駆動回路２８によって駆動させられるモータ
２７により制御される。励起用光源３１は光源駆動回路３４によって駆動させられ、励起
光ＲＬの照射のオン－オフ及び励起光ＲＬの光量は、光源駆動回路３４により制御される
。
【００２０】
　ランプ用電源２６、モータ駆動回路２８、及び光源駆動回路３４、さらには後述する撮
像素子駆動・制御回路３７、及び画像処理ブロック５０内の各回路は、システムコントロ
ーラ４０によりその動作が制御される。
【００２１】
　本実施形態に係る内視鏡システム１０は、使用者の指示に従って、通常画像及び自家蛍
光画像のいずれかを取得するかが決定され、プロセッサ２０に設けられた自家蛍光モード
スイッチ３６がオンである場合は、自家蛍光画像が取得され、自家蛍光モードスイッチ３
６がオフである場合には、通常画像が取得される。
【００２２】
　したがって、電源（不図示）が投入された状態で、自家蛍光モードスイッチ３６からシ
ステムコントローラ４０にスイッチ信号が入力されていない間は、システムコントローラ
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４０の制御により、白色光光源２１から白色光ＷＬが照射される一方、励起用光源３１か
らは励起光ＲＬが照射されない。それに対して、自家蛍光モードスイッチ３６がオンされ
、スイッチ信号が入力される間は、励起用光源３１から励起光ＲＬが照射される一方、白
色光光源２１から白色光ＷＬは照射されない。
【００２３】
　ライトガイド１５の入射端に白色光ＷＬまたは励起光ＲＬが入射されると、ライトガイ
ド１５の出射端、すなわち内視鏡スコープ１１の先端部から、白色光ＷＬまたは励起光Ｒ
Ｌが照射光として照射される。先端部から出射された白色光ＷＬは、生体内の患部（被写
体）に照射され、被写体から反射した光は、対物レンズ１３を介して、被写体像として撮
像素子１４の受光面に受光される。一方、先端部から出射された励起光ＲＬは、生体内の
患部（被写体）に照射され、励起された被写体では自家蛍光が発光し、発光した自家蛍光
は、対物レンズ１３を介して、蛍光像として撮像素子１４の受光面に受光される。なお、
被写体で反射された励起光ＲＬは、励起光カットフィルタ１９で吸収され、撮像素子１４
には入射しない。
【００２４】
　撮像素子１４の受光面は、複数の画素が並べられたラインが垂直方向に複数並べられて
構成される。撮像素子１４は、所定の標準シャッタースピード（電子シャッタースピード
）で露光され、各標準シャッタースピードに対応する露光期間の間、受光面の各画素では
、受光面に結像された被写体像又は蛍光像に対応する電荷が蓄積され、蓄積した電荷が映
像信号に変換される。なお、本実施形態における各標準シャッタースピードは、例えば１
／５０～１／２００秒の範囲の値である。各画素に対応する映像信号は、垂直に隣接する
２つの画素の信号を混合して出力され、これにより１フィールド分の映像信号がアナログ
信号として生成される。１フィールド分の映像信号は、撮像素子１４から読み出され、プ
ロセッサ２０内の画像処理ブロック５０に入力される。１フィールド分の映像信号の読み
出しが終了すると、次の１フィールド分の映像信号が読み出され、これにより１フレーム
分の映像信号の読み出しが終了する。撮像素子１４における電荷の蓄積及び映像信号の読
み出し及び電子シャッタースピードは、撮像素子駆動・制御回路３７から入力される制御
信号によって制御される。撮像素子１４における電荷の蓄積及び映像信号の読み出しは、
連続的に繰り返される。
【００２５】
　ここで、内視鏡スコープ１１の先端部１１ａから白色光が出射される場合、撮像素子１
４では、白色光の反射光に基づく被写体像によって、通常画像の被写体映像信号が生成さ
れる。一方、励起光が先端部から出射される場合、被写体からの自家蛍光に基づく蛍光像
によって自家蛍光映像信号が生成される。
【００２６】
　画像処理ブロック５０では、入力される映像信号に種々の画像処理が施される。入力さ
れる映像信号が、通常画像である場合（すなわち自家蛍光モードスイッチ３６がオフ状態
である場合）、まず前段信号処理回路４１において、コントラスト調整等、被写体映像信
号に必要な画像処理が施されるとともに、アナログ信号である映像信号がＡ／Ｄ変換され
、デジタル信号に変換される。デジタル信号に変換された映像信号は、ブラックバランス
調整回路４２で、予め生成されていた調整基準値（生成方法は後述する）を用いてブラッ
クバランス調整が施される。ブラックバランス調整が行われた被写体映像信号は、後段信
号処理回路４３で色調整等必要な画像処理が施された後、Ｄ／Ａ変換され、アナログ信号
としてモニタ４６に出力される。１フィールド分の映像信号は、上述したように繰り返し
生成され、したがって、１フィールド分の映像信号は、モニタ４６に連続的に出力し、通
常画像が動画として表示される。
【００２７】
　一方、入力される映像信号が自家蛍光画像に関するものである場合（すなわち、自家蛍
光モードスイッチ３６がオン状態である場合）、画像処理ブロック５０では自家蛍光画像
に対応した画像処理が行われる。具体的には、前段信号処理回路４１で、通常画像と同様
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に、必要な画像処理が施されるとともに、アナログ信号である映像信号がＡ／Ｄ変換され
、デジタル信号に変換される。その後、自家蛍光映像信号には、通常画像と同様にブラッ
クバランス調整回路４２でブラックバランス調整が行われる。次に、後段信号処理回路４
３で映像信号の各色信号ＲＧＢのゲインが増幅され、その後、通常画像のときと同一の画
像処理が施され、モニタ４６に自家蛍光画像が動画として表示される。
【００２８】
　次に、ブラックバランス調整を行なうための調整基準値の生成方法について説明する。
通常、撮像素子１４を標準シャッタースピードに比べて非常に速いシャッタースピード（
例えば１／１００００秒。以下、調整用高速シャッタースピードという）で露光させると
、内視鏡スコープ１１の先端部１１ａを調整冶具等で遮光しなくても、撮像素子１４には
ほとんど光が受光されない。すなわち、調整用高速シャッタースピードで撮像を行うと、
その撮像により得られる画像は黒色画像となる。したがって、本実施形態では、このよう
に得られた黒色画像のＲＧＢ色信号（調整基準値）を基準に、ブラックバランス調整が行
われる。
【００２９】
　図２は、本実施形態に係る電子内視鏡システムの電源投入時の動作を示すフローチャー
トである。図３～図５は、電源投入時において得られる黒色画像を模式的に示した図であ
る。図２に示すように、本実施形態においては電源投入時にブラックバランス調整のため
の調整基準値が取得される。以下、図２を用いて調整基準値の取得方法についてさらに具
体的に説明する。
【００３０】
　図２に示すように、ステップＳ１００でプロセッサ２０の電源が投入されると、ステッ
プＳ１０２で、まず内視鏡スコープ１１がプロセッサ２０に接続されているか否かが判定
される。内視鏡スコープ１１が接続されていない場合、ルーチンはステップＳ１０２で待
機させられる。ステップＳ１０２で、内視鏡スコープ１１が接続されている判定されると
、ステップＳ１０４で内視鏡システム１０全体の動作が開始される。ただし、ステップＳ
１０４では、内視鏡システム１０全体の動作は開始されるが、白色光光源２１及び励起用
光源３１からの照射光（白色光及び励起光）の照射は停止されたままである。
【００３１】
　ステップＳ１０６では、撮像素子１４のシャッタースピードが調整用高速シャッタース
ピードに設定される。ステップＳ１０７では、撮像素子１４が調整用高速シャッタースピ
ードで露光され黒色画像Ｂ（図３参照）に相当する映像信号（黒色映像信号）が生成され
る。
【００３２】
　具体的には、撮像素子１４は、調整用高速シャッタースピードに対応した露光期間に亘
って、露光され、撮像素子１４で蓄積した電荷が黒色映像信号に変換され、これにより１
フィールド分の黒色映像信号がアナログ信号として生成される。１フィールド分の黒色映
像信号は、撮像素子１４から読み出され、プロセッサ２０内の前段信号処理回路４１に入
力され、前段信号処理回路４１で所定の画像処理が施されると共に、デジタル信号に変換
され、ブラックバランス調整回路４２に入力される。１フィールド分の黒色映像信号の読
み出しが終了すると、被写体映像信号を生成するときと同様に、次の１フィールド分の黒
色映像信号が生成され、読み出され、これにより１フレーム分の黒色映像信号が得られる
。調整用高速シャッタースピード（電子シャッタースピード）は、本実施形態では、上述
した標準シャッタースピードより速い１／１００００秒に設定される。
【００３３】
　調整用高速シャッタースピードでの撮像素子１４の露光は繰り返され、複数フレーム（
例えば８フレーム）分の黒色映像信号がブラックバランス調整回路４２に入力される。ブ
ラックバランス調整回路４２は、複数フレーム分の黒色映像信号の平均値が算出され、そ
の映像信号の平均値が１フレーム分の黒色映像信号として生成され、後段信号処理回路４
３を介してモニタ４６に出力される。
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【００３４】
　１フレーム分の黒色映像信号の画像を図３、４に示す。ステップＳ１０７で生成された
１フレーム分の黒色映像信号は、調整用高速シャッタースピードの露出において生成され
た映像信号であり、また、白色光光源２１及び励起用光源３１からの照射光も照射されて
いないので、その映像信号に相当する画像は黒色画像Ｂ（図３、４参照）となり、黒色画
像Ｂには図３に示すように通常何も表されない。
【００３５】
　しかし、内視鏡スコープ１１の先端部１１ａは、内視鏡室において電源投入開始直後は
、生体外に配置されるのが通常であり、内視鏡室においては、通常、室内照明用の光源と
して内視鏡スコープ１１に設けられた光源（白色光光源２１及び励起用光源３２）とは異
なる光源（例えば室内の蛍光灯）が用いられている。このような室内照明用の光源の光が
撮像素子１４に直接入射されると、撮像素子１４の受光面の一部の領域は、この光源の光
を受光し、調整用高速シャッタースピードで露光されても、図４に示すように、その黒色
画像Ｂの一部の領域に光源の光Ｌが現れる場合がある。
【００３６】
　本実施形態においては、調整基準値の生成において、このような黒色画像Ｂの一部の領
域に現れる光Ｌをブラックバランス調整において参照しないように、図５に示すように黒
色画像Ｂにおいて、複数（本実施形態においては３つの領域）の部分領域ＰＲを指定し、
これら部分領域ＰＲの映像信号を用いて調整基準値を生成する。
【００３７】
　具体的には、まずステップＳ１０８で複数の部分領域ＰＲの黒色映像信号の輝度値（本
実施形態では、各部分領域ＰＲにおける輝度値の相加平均値）が算出される。次に、ステ
ップＳ１１０で各部分領域ＰＲの黒色映像信号の輝度値が比較され、輝度値が最も低い部
分領域ＰＲが選定される。
【００３８】
　ステップＳ１１２では、ステップＳ１１０で選定された部分領域ＰＲの黒色映像信号を
基に、ブラックバランス調整を行なうための調整基準値が生成される。例えば、部分領域
ＰＲの黒色映像信号の色信号ＲＧＢの平均値がそれぞれ（１、２、０）ならば、こられの
値が調整基準値として取得される。
【００３９】
　ステップＳ１１２で調整基準値の取得が終了すると、次にステップＳ１１４で、撮像素
子のシャッタースピードが標準シャッタースピードに戻され、ステップＳ１１６では照射
光の照射が開始される。なお、照射光は、自家蛍光モードスイッチ３６の入力に従い、白
色光ＷＬまたは励起光ＲＬのいずれかが照射される。
【００４０】
　ステップＳ１１８では被写体が撮影され、すなわち、標準シャッタースピードの露出で
映像信号（被写体映像信号または自家蛍光映像信号）が生成され、この映像信号は、上述
したように回路４１～４３で所定の画像処理が施された後、モニタ４６に被写体の動画像
（通常画像又は自家蛍光画像）として表示される。なお、ブラックバランス調整回路４２
では、ブラックバランス調整が行われるが、ブラックバランスの調整は、ステップＳ１１
２で生成された調整基準値を用いて行われる。
【００４１】
　具体的には、映像信号の各色信号ＲＧＢのうちいずれか１つの色信号の黒レベルが標準
黒レベルとされ、残りの２つの色信号の黒レベルが、この標準黒レベルに一致するように
、各色信号の値が調整される。例えば、上述したように調整基準値が（１、２、０）であ
り、Ｒの色信号の黒レベルが標準黒レベルに設定されると、Ｒの色信号の値は調整されな
い一方、Ｇの色信号は、黒レベルが一致するように、１減ぜられ、Ｂの色信号は、１加算
される。
【００４２】
　ステップＳ１２０では、プロセッサ２０の電源がオフにされたか否かが判定され、電源
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がオフにされれば本ルーチンは終了する。電源がオフにされず、オン状態が継続されれば
、ステップＳ１１８の動作が繰り返される。
【００４３】
　以上のように、本実施形態においては、シャッタースピードを高速にし、外部からの光
が撮像素子に受光されないようにして、調整基準値を生成するための黒色映像信号を取得
している。したがって、遮光冶具等を用いずに簡単な構成でブラックバランス調整のため
の調整基準値を取得することができるので、使用者に過度の負担を与えることなく、正確
なブラックバランス調整を行なうことができる。またこのようにブラックバランス調整が
正確に行われるので、自家蛍光画像を表示させるときのように、映像信号を増幅させる場
合でも、表示画像のブラックバランスが崩れることはなく、正確な自家蛍光画像を表示す
ることができる。
【００４４】
　なお、調整用高速シャッタースピードは、本実施形態では、１／１００００秒に設定さ
れたが、調整基準値を取得するための黒色画像が得られるようなスピードであれば良く、
例えば１／１０００秒以下に設定されれば良い。ただし、より正確に調整基準値を取得す
るためには、調整用高速シャッタースピードは、１／１００００秒以下に設定されたほう
が良い。
【００４５】
　なお、本実施形態においては、調整基準値を取得するために、複数フレーム分の黒色映
像信号の平均の映像信号（黒色画像Ｂ）が使用されたが、使用される黒色映像信号（黒色
画像Ｂ）は、１フレーム分の映像信号であっても良いし、１フィールド分の映像信号であ
っても良い。また、調整基準値を取得するための黒色映像信号（黒色画像Ｂ）は、少なく
とも１画素分の映像信号があれば良く、例えば１ライン分の映像信号であっても良い。
【００４６】
　さらに、本実施形態においては、モニタ４６には、自家蛍光モードスイッチ３６の入力
に従って通常画像及び自家蛍光画像のいずれか一方の画像しか表示されないが、モニタ４
６には、通常画像及び自家蛍光画像が同時に表示されても良い。この場合、ライトガイド
１６に入射される白色光と励起光は、１フィールド毎に交互に被写体に照射され、通常画
像及び自家蛍光画像が１フィールド毎に交互に得られる。そして、得られた通常画像及び
自家蛍光画像は、１フレームの画像内に並列して表示されるように合成され、これにより
２つの画像はモニタ４６上に同時に表示される。
【００４７】
　なお、本実施形態においては、電源投入後、自動的に、調整基準値が取得されたが、例
えば、内視鏡スコープ１１が生体内に挿入されたときに自動的に調整基準値が取得されて
も良い。また、本実施形態においては、黒色映像信号を得る際、ランプ用光源２６の電圧
を制御して白色光の照射を停止させたが、白色光は、調光用絞り２２を用いてライトガイ
ド１５に入射されないようにしても良い。
【００４８】
　さらに、本実施形態において、調整基準値を取得するために指定される部分領域ＰＲは
、３つの領域であったが、２つの領域以上であれば特に限定されない。また、部分領域Ｐ
Ｒは、黒色画像Ｂの対角線上に並べられる３つの領域であったが、部分領域ＰＲが配置さ
れる位置は特にこの位置に限定されず、例えば黒色画像Ｂにおいてランダムに配置されて
も良い。また、例えば部分領域ＰＲが９つの領域ならば、部分領域ＰＲは３×３のマトリ
ックスに分割された各画像部分の中心位置に配置されても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本実施形態に係る内視鏡システムのブロック図である。
【図２】本実施形態に係る電子内視鏡システムの電源投入時の動作を示すフローチャート
である。
【図３】黒色画像の模式的な図である。
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【図４】生体外に蛍光灯等の光源が存在する場合の黒色画像の模式的な図である。
【図５】黒色画像における部分領域を示すための図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　内視鏡システム
　１１　内視鏡スコープ
　１４　撮像素子
　２０　プロセッサ
　２１　白色光光源
　３１　励起用光源
　４１　前段信号処理回路
　４２　ブラックバランス調整回路
　４３　後段信号処理回路
　５０　画像処理ブロック
　Ｂ　黒色画像
　ＰＲ　部分領域

【図１】 【図２】
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